
 

 

一 般 印 刷 物 仕 様 書 
消防局予防部予防課 

（担当 木村・吉田 電話 212-6695） 
 
１ 件  名 文化財防火啓発用リーフレットの調製 

 

２ 数  量 

１枚もの（ﾎﾟｽﾀｰ等）２，０００枚（□片面印刷 ☑両面印刷） 

ページ物（冊子等）     部（本文     頁 表紙     頁） 

セット物（帳票等）     冊･ｾｯﾄ （   枚   組×     冊･ｾｯﾄ ） 

３ 寸  法  ☑Ａ ４ 判 □Ｂ   判 □その他（縦    ㎝×横    ㎝） 

４ 刷  色 

 １枚もの（表面等）□黒１色□  色☑４色□特色  色 備考（       ） 

     （裏面等）□黒１色□  色☑４色□特色  色 備考（       ） 

 ページ物（本文等）□黒１色□  色□４色□特色  色 備考（       ） 

     （表紙等）□黒１色□  色□４色□特色  色 備考（       ） 

５ 原  稿 

 ☑完成版下渡し 

 （データ等で提供の場合、契約日以降提供；作成使用機種 Adobeillustraitaor） 

□原稿紙渡し ☑見本通りの訂正作業要  

□ルビ有り □グラデーション有り □その他（              ） 

６ 資料提供 
 写真（カラー   点・白黒   点）  イラスト   点  図表   点 

 その他（                                ） 

７ 紙  質 

 再生紙（ 使用の有無を問わない ） 

   本文等：上質紙    ㎏ アート紙    ㎏ コート紙 ９０ ㎏ 

       その他（                          ） 

   表 紙：上質紙    ㎏ アート紙    ㎏ コート紙    ㎏ 

       その他（                          ） 

 特殊紙（ 不使用 ・ 使用 →詳細                   ） 

８ 製  本 

 ☑折り（ 二つ折・三つ折・観音折・その他                ） 

 □綴じ（ 中とじ・平とじ・無線とじ・糸かがり・上製本・その他      ） 

 □天のり □横のり □穴あけ   穴 □その他（            ） 

９ 校  正 
 ☑文字校正 １ 回  ☑色校正 １ 回（ 簡易校正・本紙校正・本機校正 ） 

 その他（                                ） 

10 
そ の 他 

指示事項 契約決定後、請負業者は当局担当者と打ち合わせを行うこと。 

11 履行期限  令和７年６月２５日（水） 

12 履行場所 消防局予防部予防課 

（参加業者の方へ）仕様について不明な点がある場合は、担当者にお問合せください。 
（参考）グリーン購入基準が「適」の場合は、「京都市役所グリーン調達推進方針」及び国の「環境

物品等の調達の推進に関する基本方針」の特定調達物品判断基準を満たすことが必要です。 
・印刷用紙：総合評価値 80 以上 
・フォーム用紙：古紙パルプ配合率 70％以上かつ白色度 70％程度以下 

塗工量（両面）12g/㎡以下（塗工紙） 
・事 務 用 封 筒：古紙パルプ配合率 40％以上 

 



　 日頃、 文化財社寺等を 訪れる 機会が多いバスガイ ド 、 タ ク シー

ド ラ イ バー、 観光ガイ ド 等の皆さ んに、 消防訓練や防火研修会等

に参加し ても ら い、 万一の災害時は、「 文化財防災マイ スタ ー」

と し て、 初期消火や応急手当等の協力を お願いし ています。

　 文化財社寺等で万一火災が発生し た場合、 仏像や絵画等の美術

工芸品を 迅速、 効率よ く 搬出する ため、 事前に保管場所や搬出

方法など を ま と めた「 文化財セーフ テ ィ カ ード 」（ 左） と 、 搬出

する 仏像等ごと に、 名称、 保管場所、 搬出に必要な要員数などを

まと めた「 文化財

タ ッ グ」（ 右） が

あり ます。

　 こ れら を 文化財

関係者と 消防隊が

お互いに保持し 、

情報共有を 行っ て

火災時に備えてい

ます。

消防署、 分署

　 文化財の関係者と 地域住民の皆さ んが協力し て、 平常時は、 防

災施設の点検や取扱訓練を 行います。 火災時には、初期消火、通報、

文化財の搬出などの活動を 行います。

文化財を 火災から 守る ためには、 文化財の関係者、 地域住民の

皆さ ん、 消防機関などが連携し 、 協力し 合う こ と が大切です。

花火を する 時は、 大人と 一緒に水バケツ を 用意し てし まし ょ う 。

マッ チやラ イ タ ーなどを 、 子供の手の届く と こ ろ に置かないよ

う にし まし ょ う 。

　 子供たち の火遊びが原因で火災になり 、 大切な文化財が焼失し

てし まっ たこ と があり ます。

防火・ 防災のお問合せ、 御相談は

最寄り の消防署、 分署まで

文化財セーフ ティ カ ード 等を 活用し た搬出活動

文化財防災マイ スタ ー

文化財市民レ スキュ ー体制

火遊びによる 火災を 防ぐ ために

ト ラ イ アングルのパート ナーシッ プ

みんなで文化財を火災から 守る取組
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こ の印刷物が不要になれば「 雑がみ」と し て古紙回収等へ！

検 索

≪京都市消防局ホームページ≫

みんなで文化財を
火災から まも ろ う
Sa v e  Ou r  Cu ltu r a l  P ro p e r tie s
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　 喫煙者のち ょ っ と し た不注意や不始末が原因で、 文化財が火災

になっ たこ と があり ま す。

たばこ を 吸う 場合は、 指定さ れた喫煙場所で吸いまし ょ う 。

たばこ のポイ 捨てを せずに灰皿に捨てまし ょ う 。 霧吹き を 用い

た消火も 有効です。

灰皿の吸い殻は、 水に浸し て確実に消し てから ごみ袋に捨てま

し ょ う 。
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（ 令和６ 年４ 月１ 日現在）

（ 昭和 2 3 年３ 月から 令和６ 年３ 月 3 1 日まで）

　 火災原因を 見る と 、「 放火（ 疑い含む）」 が最も 多く 、「 たばこ 」、

「 火遊び」 と 続き ま す。

　 近年は、文化財社寺等の居住部分から の火災も 発生し ています。

放火

7 1 件

（ 4 1 ％）

たばこ

1 6 件

（ 9 ％）

火遊び

1 2 件

（ 7 ％）

電気（ コ ード 等）

7 件

（ 4 ％）

風呂かまど

7 件

（ 4 ％）

ローソ ク ・ 線香

6 件

（ 4 ％）

たき 火

5 件

（ 3 ％）

暖房器具

5 件

（ 3 ％）

その他

4 5 件

（ 2 5 ％）

火災
1 7 4 件

京都市の文化財社寺等の火災発生状況

　 文化財社寺等の多く は、 広大な敷地を有し 、 誰も が出入り でき

るこ と から 、 防火管理の目を行き届かせるこ と は難し く 放火によ

る火災も 多く 発生し ています。

　 そこ で・ ・ ・

建物の周り などに、 燃えやすい物を 置かないよ う にし まし ょ う 。

門扉や物置にはし っ かり と 鍵を掛け、不審者の侵入を防ぎまし ょ う 。

夜間は屋外の照明を 点灯するなど、 周囲を 明る く し まし ょ う 。

防犯カ メ ラ やセンサーラ イ ト などを 設置し まし ょ う 。

放火火災を 防ぐ ための地域活動に積極的に参加し まし ょ う 。

　 京都市内には、全国の国宝の約 1 9 ％、重要文化財の約 1 4 ％が

あり 、 まさ し く 京都は文化財の宝庫です。

　 京都市内には、 世界文化遺産をはじ め、 国宝、 重要文化財、 重

要伝統的建造物群保存地区等の貴重な文化財が数多く あり ます。

長い歴史において、 幾度と なく 戦火や火災、 災害の中、 先人たち

の、 そし て今を生き る人たちの不断の努力により 、 守り 、 受け継

がれてきたも のです。京都の文化財は日本の誇り と なっ ています。

　 木と 紙でできている文化財は、 火災により 瞬く 間に価値を失う

こ と があり 、 防火の取組が何より 重要です。 文化財を令和の時代

から 、 その先の未来へ引き継ぐ ため、 みんなで文化財を火災から

守り まし ょ う 。

京都市内の文化財 文化財防火対策文化財と 京都の防火

国　 　 　 宝

重要文化財

区　 分 全　 国 京都市 比　 率

有
形
文
化
財

　 建　 造　 物

　 美術工芸品

建　 造　 物

　 美術工芸品

重要伝統的建造物群保存地区

※ 重要文化財の件数には国宝を含みます。

放火による火災を 防ぐ ために

たばこ による 火災を 防ぐ ために
特定文化財対象物の敷地内で発生し た火災（ 原因別）
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